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見 があ る。｡一方， 無国 籍主義 的・利 己主義 的・物
質主 義的 ・地域主 義的 ・部分主義 的 な社会 イ メー
ジを 助長 させ過 ぎるか ら， 規範 関係 が見え ず， 伝
統 や文化 が継承 さ れな いの だか ら， もっ と規範的
な 社会認 識を伝え， メ ンバ ーの公共 的・責 任的決
定 を求 めるべ きで はな いか という意 見か おる。 そ
して， これ らの社 会像 と公民 像 の認 識 の差 異が，
× ×型 カ リキュラ ム，０ ０ 型学 習論， △△型 授業
論 として 帰結す る。 これ らは一 種 の 匚カ リキュ ラ
ム・ イデオロ ギー」4）と呼ば れる もので あ ろ う し，
研 究者 や実践家 が現状を と らえた結 果で もある。
す な わち社会認 識 の発達 ，公民 的資質 の形 成 とし
て ど のような理 念や概 念が適 切， 有 効であ る と考
え たか， ど の腐 敗現象 が もっと も社 会科を だ めに
してい ると みなし たか， に よって社 会科論 が基本
的 に は展 開さ れてい ると考え る。 もちろ ん， こ れ
らのい くつを （こ れら以 上 も含 め）比 較考量 した
かで論 は異な るし，腐 敗形態 を因果 的な も のとす
るか，本 質的 な ものとす るか， 短 期的な も のと見
るか，長 期的 な ものと見 るかで も対 応 は違 う。 た
とえば 筆者 は 匚社会 科にお ける法 教育 の重 要性」
を 主張 してい るか い， 匚個人 的 」 に は 匚社 会 の安
定 がお びや かさ れて いる ので はと将来的 に も考え
てい る」 し，原 因結果 の問 題で はな く 厂社 会 の構
成 原理 が転 換 さ れ る べ き だ」 と 考え てい るし，
匚正義 （公正） ・平等 ・権威 ・ 参 加」 の ４つ の 概
念が その解決 で は適 してい る と思 うし， 腐敗形態
の うちの「‾利 己主義 や犯罪 へ の甘 い対応 が まず 改
善 さ れる」 ことが重 要で ある とみな して い る。
ところで， 社会認 識 と公民 的資 質 の目標 の前 提
と してこ れ らの枠 組 みは， ど の程 度意 味か おるの
か といっ た反応が 戻 って く ることが想定 さ れる。
そ もそ も日本 の教育 は 匚公民 として の諸 権利」 へ
の優先順位 が低 く， 対等 な関係 に はな く， 匚公民
として の諸 義務」 がたえ ず制約原 理 として働 いて
い るか ら， こ のような問 いそ の ものが無 内容 だと
い わ れるか もしれない。 しか もそ の義 務た るや前
近 代的で あり，妄 信的 ・局所的 な原理 であ って，
「‾曇 歐重視」「‾多 偸 甌重視」 の姿勢 は幻 想で あり，
単 な る便 法 に過 ぎない と， 腐敗 形態摘 発型 の主 張
が展開 され ることが予 想さ れる。 しかし， こ のよ
うな対応 に対 して は， で はどこで カ リキュラ ム設









































































義務 も，最終的には個人的決定 による。 このモデ
ルを下敷きにすれば，社会的決定や社会的選択 よ
り，個性的決定や選好が重視されるため， 厂探求






















































































































Center for Civic Education の 匚法教育」（Ｌａｗ-


















































































































































































済な どの内容 や見方 ・考え方 の他 に， 個人 の多元
的な 厂投 票行動 」 に着目 して， もっと形式 的・道
具的な認 識 が可能な カ リキュ ラムの改善 が必要 で
あ ると仮説的 に考え てい る。 た とえば消 費者主 権
の理解 のために，匚貨 幣投票」 と 匚政 治 的 投 票 」
の違い か おり， 社会 事象 への主 体 のか かわり方 の
差異 か ら，異 な る意思 決定 の方 法を習 得す ること
が可能 であ ると思 われ るが， これに加 えて 「‾良 心
の投票 」（主 体 の信 念的投 票） を 取 り込 み， 主 体
（性） の意思 決定 におい て は少 な く と も 匚市 場 」
「‾国家 （組織）」「‾良心 」 のレ ベ ルで， 人 々 が 自 由
を問題 にす る， そうし た三 者 の見方・ 考え方を 習
得 するカ リキュ ラ ムの必 要性を 考えて いる。 こ の
三者 の見方 の比較 の中 で， 他人 と のコ ミュニケ ー
ショ ン能力 や自 己表 現能力 が高 まり，自由（個甌）
をお びや かす ものに対 する監視 能力 も高まり， 結
果 として 自己に知 的な 制約 を課 す， 権利 として の
公民 的資質 の形成 に結 びついて い くもの と思 わ れ
る。
おわりに
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